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Office Cloud（オフィスクラウド）とは

Office Cloud は、中小企業専用シンクライアントソリューションです。

シンクライアント

＋
ネットワーク

＋
セキュリティ

＋
バックアップ

＋
24時間365日サポート
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どれぐらいのスケジュールで導入できる？

ヒアリング & ご提案

ご契約

調査 & 設計

機器＆ライセンス手配

環境構築

テスト稼働

データ移行

本稼働

サーバー手配が3週間ほどかかるため、

ご契約から45日 ～ 60日ほどで導入を行います。

データ移行作業はお客様がお休みの期間に実施を

行いますので、スケジュール次第では60日を

超える場合がございます。
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ThinClient
シンクライアント
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①シンクライアント：ThinClient

薄い/少ない

Thin + Client
クライアント/端末

端末にデータ保存やアプリケーションインストールをせず、端末に依存しない仕組みを

総称して「シンクライアント」と言います。



端末コスト削減！ 6

①シンクライアント：メリット

A：デスクトップ＆個人データ

B：デスクトップ＆個人データ

C：デスクトップ＆個人データ

Windows 

共有＆ソフトウェア

データがパソコンに残らずセキュリティUP！

画面をリモート操作

データはパソコンに残らない

全社一元管理が可能で利便性アップ！

ソフトインストール作業が必要

アップデート作業が必要

セキュリティ対策が必要

1台1台バックアップ設定が必要

OSのバージョンがバラバラ

ソフトのバージョンがバラバラ

ある程度のスペックが必要

パソコン運用の課題

解決

iPad/iPhone/Androidから接続可能！

iPadからWindows利用

基幹システムもそのまま利用可能

①今のパソコンをそのまま端末利用

②OSが古ければ無料LinuxOSをUSB起動

③新しい端末も安価なモノを購入可能
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①シンクライアント：実現方法

シンクライアントの実現方法は大きく分けて3つの方式があります。

OfficeCloudはこのうち、「サーバーベース方式」をご提案いたします。

構成によっては、一部「VDI方式」を併せてご提案しています。
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①シンクライアント：弱点

①リモート操作でサーバー上のデータやアプリケーションを

操作する関係上、3Dや動画、イラスト作成などの描画機能が弱いです（遅延がある）。

②サーバーベース方式を利用することでコストを集約することができる反面、

Windows Server OS上で稼働しないソフトウェアが利用できません。

例）同時起動が禁止されているソフト / インストール時にOS判定するもの

③サーバーに一元管理できる反面、サーバーが停止してしまった場合、

利用者が全員業務が止まってしまう可能性があります。

④端末（パソコン）に依存しないことで、端末コストが下がる反面、

サーバー導入時のコストが大きくかかります。

弱点を補って導入するOffice Cloud
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①シンクライアント：弱点を補う方法

①3D/動画/描画機能が弱い

ローカルPCとハイブリッド利用

②Windows Server で稼働しないソフト

稼働しないソフトは仮想Win10で稼働

③サーバーが止まってしまう可能性

サブサーバーへ仮想サーバーを複製

常時複製を実施し、

万が一時はサブで稼働

④初期導入時のコストがかかる

ローカルも利用サーバーも利用

助成金を活用してカバー

2020年度 テレワーク助成金ならば、

最大300万まで助成金申請可能
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①シンクライアント：必要なもの

カテゴリ 機器等 台/本数 備考

ハードウェア VPNルーター 1台 ~ 本社含む拠点分必要

ハードウェア サーバー本体 1台 ~ 構成に応じて台数変動

ハードウェア UPS（無停電電圧装置） 1台 ~ サーバーと同じ台数必要

ライセンス UPS連動ソフト 1本 ~ UPS台数分必要

ライセンス Microsoft Client Access License 人数分 利用者の人数分必要

ライセンス Microsoft Remote Desktop CAL 人数分 利用者の人数分必要

ライセンス Microsoft Office Open License 1本 ~ シンクライアントサーバー分必要

ライセンス サーバー用アンチウイルス 3本 ~ サーバーOS分必要

ハードウェア HUB 1台 必要LAN接続分のポート分

ハードウェア バックアップ用機器 1式 外付HDD / NAS など
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①シンクライアント：サーバー基本構成

Windows Server 2019

Hyper-V

仮想 シンクライアント環境

Windows Server 2019

仮想 ActiveDirectory 環境

Windows Server 2019

各端末はリモートデスクトップで

シンクライアント環境にログイン

各自のデスクトップ環境

共有フォルダ

Windows Server の機能である Hyper-Vを

利用して、仮想サーバーを複数台構築

Win 2019 のリモートデスクトップサービス

からActive Directoryが必須になっています
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①シンクライアント：サーバー運用場所選択肢

①オンプレミス（社内設置）

メリット）

・初期費用でほとんどカバーできる

ため、助成金活用がしやすい

・既存サーバーやリソースに

高速にアクセスできる

デメリット）

・空調/電気など設置場所の工夫が

必要になり、故障時などは

立ち会いが必要

②データセンター設置

メリット）

・空調/電気などの考慮が不要

・セキュリティが高い

・初期費用を抑えることができる

（月額レンタルの場合）

デメリット）

・利用場所（本社等）との安定した

通信環境が必要

・月額費用にレンタル費用がかかり

助成金対象金額が下がる
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②オンプレミス：サーバー選択肢

タワー型

ラック型

機種：PowerEdge T340 機種：PowerEdge T440

CPU：8C/16T × 1本まで

メモリ：最大64GBまで

HDD：最大8本まで

サイズ：H43/W22/L60 (cm)

重量：26 (kg)

人数：25人まで（推奨）

CPU：16C/32T × 2本まで

メモリ：最大512GBまで

HDD：最大16本まで

サイズ：H30/W22/L60 (cm)

重量：29.3 (kg)

人数：200人まで（推奨）

機種：PowerEdge R340 機種：PowerEdge R440

CPU：8C/16T × 1本まで

メモリ：最大64GBまで

HDD：最大8本まで

ユニット：1U

人数：25人まで（推奨）

CPU：16C/32T × 2本まで

メモリ：最大512GBまで

HDD：最大10本まで

ユニット：1U

人数：200人まで（推奨）
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②オンプレミス：サーバーメーカー保守体制

14
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②オンプレミス：サーバー障害対策

ハードディスク

Network

電源ユニット＆コード

UPS（無停電電源）
※停電時電源シャットダウン

iDrac
※integrated Dell Remote Access Controller

Support Assist Enterprise

ハードウェア状態監視

＆リモート電源コントロール

障害時メーカーサポートへ自動通知

複数ハードディスクを利用したRAID機能

による障害対策

（RAID5またはRAID5+ホットスペア）

複数LANケーブルを接続し、チーミング

構成を行うことによる通信障害対策

電源ユニットを2機搭載することによる

電源障害対策

瞬電対策 / 停電時の電源供給など

DELL 24時間365日 4時間オンサイトサポート

監視ツールによる死活監視

リソース/パフォーマンス監視 & 障害通知
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③データセンター：設置場所選択肢

岐阜

京都

Kagoya

岐阜県大垣市に位置するデータセンター

①ハウジング

②レンタル

のどちらかを選択することが可能です。

見学も可能。

地盤強固な京都地方のデータセンター

①ハウジング

②レンタル

③VPS

を選択することが可能です。

見学も可能。
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③データセンター：障害対策

ハードディスク

Network

電源ユニット＆コード

UPS（無停電電源）
※停電時電源シャットダウン

複数ハードディスクを利用したRAID機能

による障害対策

（RAID5またはRAID5+ホットスペア）

複数LANケーブルを接続し、チーミング

構成を行うことによる通信障害対策

電源ユニットを2機搭載することによる

電源障害対策

付属：瞬電対策 / 停電時の電源供給など

データセンターエンジニアが対応

監視ツールによる死活監視

リソース/パフォーマンス監視 & 障害通知
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ネットワーク

①インターネット
②VPN

③その他
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①インターネット：通信速度高速化

テレワーク利用者が増えた昨今、インターネット利用者が増え、通信速度が

低下しています。今の環境でインターネット速度が遅いと感じる場合、

速度を向上させる方法として、2つの方法があり、ご要望によりご提案可能です。

iPv6 プロバイダ接続に変更 企業用インターネット回線へ変更

回線を変更せずに、従来のIPv4通信からIPv6へ

プロバイダの契約を変更することで、

通信速度を上げることが可能です。

一部の契約ではNTTオプションが必要になります。

プロバイダ費用もそこまで大差がありません。

光回線自体を企業用の回線に変更することで、

安定した通信領域を確保することが可能になります。

ただし、回線費用が従来の家庭回線より高くなり、

敷設まで約2か月ほどかかります。

IPv6IPv4 企業用家庭用
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②VPN：環境

外出先/テレワーク環境から社内環境への接続は、セキュリティ強化のため、

暗号化通信：VPN（Virtual Private Network）をお勧めいたします。

Office Cloud では YAMAHA ルーターを利用した環境構築をご提案しています。

※既設VPN環境がある場合、そちらも利用可能です。

拠点（ルーター）間を常時接続 外出先や在宅時に一時的に接続

常時VPN 一時的VPN

常に利用者がいる拠点は常時接続をお勧めします。

常時VPN接続することで、利用者は意識することなく

相互のネットワーク環境にアクセスが可能です。

拠点それぞれにVPNルーターが必要となります。

社外のコンピュータから社内にVPN接続する場合、

一時的に L2TP/iPsec というVPN接続を利用します。

「繋ぐ」＋「切る」という作業が必要になりますが、

設定を行ったパソコンだけが社内に接続可能になります。
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②VPN：外部利用者別 YAMAHA ルーター選択肢

YAMAHA ルーターは、機種によってVPN最大接続数の上限が変わります。

拠点（支社や営業所）とVPNを接続する場合、拠点分もカウントされます。

例）本社 + 拠点 3 + 外部利用者10名 の場合

本社：合計13の対地数が必要なためRTX 830またはRTX1210を選択

拠点：NVR510はPPTP通信のみで速度が遅いため、iPsecが利用できるRTX830選択

VPN利用者：4人まで VPN利用者：20人まで VPN利用者：100人まで

YAMAHA RTX830

VPN対地数：20

YAMAHA NVR510

VPN対地数：4

※拠点間：PPTPのみ

YAMAHA RTX1210

VPN対地数：100
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②VPN：YAMAHAルーターを推奨する理由

YAMAHAは、1987年から中小企業向け通信業界に参入し、

近年ネットワークスイッチなどにも範囲を広げている国内企業です。

小規模からの導入がしやすいコストで、

①ヤマハネットボランチサービス

通常、VPN構築に必要な固定IPアドレス（有料）の代わりに

「XXX.aax.netvolante.jp」のように名前で接続が可能な

ダイナミックDNS機能を標準搭載

②ネットワークの見える化

「SWXシリーズ（HUB）」や「WLXシリーズ（無線AP）」と、

ルーターを連携することで、通信速度やケーブルの死活監視が可能

などの特徴的な機能を備えています。

故障頻度も低く、安定した稼働を行えるため、VPNルーターとして、

YAMAHAを推奨しています。
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②VPN：YAMAHA ルーター NVR510
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②VPN： YAMAHA ルーター RTX830
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②VPN：YAMAHA ルーター RTX1210
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③その他：ネットワークトラブル回避

YAMAHA ルーターとSXW/WLXシリーズを連携することで、「LANマップ」機能が

利用できます。ネットワーク正常/異常を可視化し、トラブル時の対応を早くできます。

スマートスイッチ：SWXシリーズ 無線AP：WLXシリーズ
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③その他：スマートスイッチ SWXシリーズ
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③その他：無線AP WLXシリーズ
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ネットワーク：用語解説

・VPN（Virtual Private Network）

インターネットなどに接続している利用者の間に仮想的なトンネルを構築し、プライベートなネットワークを

拡張する技術。VPNを利用すれば、物理的に離れている拠点のネットワークを、あたかも自分の拠点と

同一ネットワークかのような利便性や安全性で使用できる。

・iPsec（IP Security Architecture）

データの暗号化や接続相手の認証、トンネリングなどを行う仕組みを提供します。各拠点のLAN同士を

接続(LAN間接続)する場合、最も安全性の高いVPN接続方式。

・PPTP（Point to Point Tunneling Protocol）

VPN接続方式。認証、暗号化、トンネリングに対応していますが、IPsecに比べて安全性は低くなる。

一方、LAN間接続とリモートアクセスを併用する場合、1つのVPN接続方式で実現できる手軽さがメリット。

・L2Tp/iPsec

「L2TP」と「IPsec」の2つのプロトコルを併用したVPN接続方式。モバイル端末(スマートフォン、PCなど)

から、インターネット経由で企業などのプライベートネットワークへ安全に通信(リモートアクセス)できる仕組み。
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セキュリティ

①アンチウイルス
②ログインセキュリティ
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①アンチウイルス：推奨 Kaspersky

サーバー用のアンチウイルスは、Kaspersky製をご提案しております。

アンチウイルス機能だけに留まらず、デバイス制御機能や資産管理機能も備えています。

Kaspersky Security for Windows Server 製品説明資料

https://kasperskylabs.jp/biz/kesksc/Presentation_KS10WS_2.0.pdf
https://kasperskylabs.jp/biz/kesksc/Presentation_KS10WS_2.0.pdf
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①アンチウイルス：Kaspersky 価格表

【サーバー管理用のライセンス】

【クライアント（パソコン）管理用のライセンス】
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①アンチウイルス：Kasperskyを推奨する理由

Kasperskyは、多重セキュリティをソフトウェアで実現することをコンセプトとし、

いち早くランサムウェア特化機能を提供していました。

第三者機関によるテストを毎年行っており、

常に上位の受賞歴を獲得しています。

また、USBデバイス制御機能や、資産管理機能も

搭載しており、アンチウイルスだけに留まらず、

セキュリティを大幅に強化を行うことができるた

め、Kasperskyを推奨しております。

また、インフィニティは、正式にパートナーに

なっており、Kasperskyの技術者と連携し、定期

的に社内技術研修を開催しています。
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②ログインセキュリティ：選択肢

パスワードのみ 外部利用者：2段階認証 全員：2段階認証

外部利用 全員

通常のパスワード入力のみ

セキュリティ：低

コスト：低

スマホ本人認証を一部追加

セキュリティ：中

コスト：中

スマホ本人認証を全員追加

セキュリティ：高

コスト：高

シンクライアントサーバーへログインする方法として、従来のパスワードのみではなく、

セキュリティ強化として2段階認証をオススメしております。

外部利用者のみが2段階認証を行うパターンと全員が2段階認証を行うパターンを

選択することが可能です。
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②ログインセキュリティ：2段階認証

「らく認」はスマホなどで2段階認証をプラスすることができるサービスです。

パスワードを入力するだけではログインできず、スマホアプリに表示される

ワンタイムパスワードを入力することでログインが可能になり、

安価にセキュリティが大幅に向上します。
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バックアップ
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バックアップ先の選択肢

外付けHDDへ NASへ NAS＆外付けHDDへ

データのバックアップは、本体故障時に備えて別機器に取得する必要があります。

また、データ容量やご予算に応じてバックアップ先をご提案します。

ランサムウェア対策を行う場合、NAS＆外付けHDDへの2段階バックアップを推奨。

取得速度：遅い

セキュリティ：低

コスト：安価

取得速度：速い

セキュリティ：中

コスト：中

取得速度：速い

セキュリティ：高

コスト：高
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バックアップ方法の選択肢

無料ツール 有料ツール

バックアップ方法も無料ツールによる取得と有料ツールによる取得を選択できます。

有料ツールは費用がかかりますが、高速/安全性/メールでのエラー通知など、

無料ツールにはない機能があります。

バックアップの設定/データ復元作業は、サポートにて実施します。

FREE

取得速度：普通

セキュリティ：低

コスト：安価

取得速度：高速

セキュリティ：高

コスト：高
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24時間365日サポート
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24時間365日リモートサポート

困った！
これって

どうしたら？

どこに相談
したら？

緊急トラブルは24
時間365日

対応！

技術者が
対応するからス

ムーズ！

トラブル以外の
相談もOK！

24時間365日 技術者がお客様の環境をサポートします。
電話を受け付けるだけのオペレータではなく、100%技術者が対応します。
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実績
全国200社 5,000ユーザー以上にサポートを導入いただいています。
一番サポート歴が長いお客様は分社前より15年以上のお使いをさせていただいています。
サイトにてお客様の声（導入事例）を多数掲載。
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サポートの特徴

通常、「ご担当者からの連絡のみ」の限定があることが多いですが、

本サポートはご担当者に限らず、「ご利用者からのご連絡も可能」です。

原則、下記流れを取ります。

①お電話をいただき、トラブル概要を確認

⇒ ②同じ画面をリモートで確認し、原因を特定

⇒ ③画面をお借りしてトラブル解決を図る

⇒ ④トラブル解決後にご報告

※セキュリティなどの管理に伴う内容はご担当者承認のもの作業を行う。

◆受付時間24時間365日：技術者が対応致します。

◆メーカーが関わる内容の場合、弊社で代理問い合わせを行いますので、

お客様番号などをお聞きすることがございます。

◆パソコン自体のサポートは対象外ですが、極力ご協力致します。
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注意点

原則、平日 9時 ～ 18時までは社内で受けますが、

夜間（18時 ～ 翌9時） & 土日/祝日は、技術者による当番制で対応を致します。

そのため夜間/土日/祝日 受付の場合、

・2名で対応をしますが、電話がふさがってしまう場合は、

折り返しをさせていただきます

・折り返し連絡が可能なように、番号通知をONにお願いします

※非通知着信は折り返し不可能

・当番制のため、担当者指定ができませんのでご了承下さい

・トラブル対応を優先します

※作業依頼に関しては極力平日にご連絡をお願いします

・メーカーへの確認が必要な内容は翌営業日になる可能性があります

※メーカーが土日祝日対応をしていないことが多いため

上記ご注意/ご了承下さい。
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052-228-0417

support@infinity-i.co.jp

http://infinity-i.co.jp


